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Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
が
主
催
す
る
「
令
和

３
年
産
千
葉
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
表

彰
式
が
12
月
13
日
、
千
葉
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
県
内
生
産
者
を
対
象
と
し
、

千
葉
県
産
米
の
品
質
及
び
認
知
度
向
上

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
17
Ｊ
Ａ
か
ら
79
点
（
銘
柄
：
コ

シ
ヒ
カ
リ
）
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
・

二
次
審
査
を
経
て
最
終
審
査
で
４
点
が

選
抜
さ
れ
ま
し
た
。厳
正
な
審
査（
実
食
）

の
結
果
、
食
味
を
評
価
さ
れ
た
南
房
総

市
の
野
口
誠
さ
ん
が
、
千
葉
県
第
２
席

の
「
運
営
委
員
会
会
長
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

し
っ
か
り
行
い
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
今
後
と
も
一
丸
と
な
っ
て
、
良

品
出
荷

に
努
め

て
ほ
し

い
」
と

話
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
安
房
い
ち
ご
部
会
は
12
月
10
日
、

館
野
支
店
で
令
和
３
年
度
い
ち
ご
栽
培

に
お
け
る
生
産
・
防
除
資
材
等
の
使
用

に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
産
者
、
県
安
房
農
業
事
務
所
、
全
農

ち
ば
、
資
材
メ
ー
カ
ー
、
Ｊ
Ａ
担
当
者

ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
環
境
に
優
し
い
生
物
農

薬
や
土
壌
改
良
資
材
や
、
生
産
・
防
除

資
材
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
部
会
で
は
、
毎
年
い
ち
ご
の

栽
培
技
術
や
経
営
の
向
上
に
繋
が
る
よ

う
に
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

館
山
地
区
の
生
産
団
体
と
農
家
組
合

で
組
織
し
て
い
る
館
山
市
農
業
生
産
振

興
協
議
会
は
、
11
月
19
日
に
館
山
市
内

の
施
設
で
「
令
和
３
年
度
館
山
市
農
業

生
産
振
興
協
議
会
年
次
定
例
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

館
山
地
区
の
各
生
産
団
体
代
表
者
、

農
家
組
合
長
、
県
安
房
農
業
事
務
所
、

館
山
市
役
所
、
農
業
共
済
組
合
、
Ｊ
Ａ

安
房
役
職
員
ら
61
人
が
出
席
し
、
規
約

の
改
正
及
び
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

規
約
の
改
正
は
、
Ｊ
Ａ
安
房
と
の
会

計
受
委
託
契
約
締
結
に
伴
い
、
会
計
及

び
監
事
の
役
職
を
設
置
す
る
も
の
で
あ

り
、
役
員
改
選
と
合
わ
せ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け

る
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
づ
く
り
」

と
題
し
て
研
修
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▽
会　

長
＝
西
郷
隆
好

（
神
戸
支
店
管
内　

西
岬
花
卉
組
合
組
合
長
）

▽
副
会
長
＝
中
間
勝
幸

（
館
野
支
店
管
内　

館
山
市
春
菊
組
合
組
合
長
）

▽
会　

計
＝
小
滝
寿
夫

（
北
条
支
店
管
内　

館
山
市
し
し
と
う
組
合
組
合
長
）

▽
監　

事
＝
神
作
久
男

（
豊
房
支
店
管
内　

館
山
市
印
元
組
合
組
合
長
）

生
産
・
防
除
資
材
等
の

使
用
に
関
す
る
講
習
会

「
館
山
市
農
業
生
産
振
興
協
議
会

年
次
定
例
会
」
開
催

講習会で説明を聞く関係者

協議会に参加した関係者

　

Ｊ
Ａ
安
房
野
菜
部
会
館
山
清
浄
そ
菜

組
合
は
12
月
７
日
、
館
山
市
内
で
出
荷

総
会
と
現
品
査
定
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

生
産
者
、
指
定
市
場
２
社
、
全
農
ち
ば
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
場
担
当
者
か
ら
は
「
消
費
者
か
ら

の
評
判
も
良
い
の
で
「
か
ん
べ
レ
タ
ス
」

ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る
た
め
、
選
別
を

か
ん
べ
レ
タ
ス
出
荷
本
番
へ

館
山
市
清
浄
そ
菜
組
合
が
出
荷
総
会

受賞した野口誠さん（右）と
松元善一組合長（左）

現品査定を行う生産者

「
令
和
３
年
産
千
葉
米

食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

野
口
誠
さ
ん
が
受
賞



42 月の運勢
モナ・カサンドラ牡羊座

（3・21 〜 4・19）

【全体運】人間関係に広がりが見られます。何かと
用事が増え仕事面は大変ですが助けてくれる人が。
連絡を密にして開運

【健康運】睡眠をしっかり取り疲れをためないように
【幸運の食べ物】伊予カン

牡牛座
（4・20 〜 5・20）

【全体運】頭の痛いことが多そうですが、「雨降っ
て地固まる」となるとき。慌てず交渉に当たりま
しょう。買い物運は良好

【健康運】頑張りが利きます。休憩で肩の力を抜いて
【幸運の食べ物】セリ

　

館
山
市
春
菊
組
合
は
12
月
10
日
、
豊

房
支
店
で
出
荷
査
定
会
を
開
き
ま
し
た
。

生
産
者
、
指
定
市
場
2
社
、
県
安
房
農

業
事
務
所
、
全
農
ち
ば
、
Ｊ
Ａ
担
当
者

ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
品
査
定
で
は
、
選
別
基
準
や
調
整
、

量
目
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
葉
先
を
そ
ろ
え
、
葉
茎
の
長
さ
等

規
格
を
遵
守
し
て
出
荷
し
よ
う
と
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

　
「
春
菊
の
今
後
の
管
理
」
と
し
て
、
温

度
・
換
気
管
理
や
収
穫
出
荷
調
整
、
病

害
虫
防
除
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
出
荷
者
は
最
盛
期
に
向
け
、

登
録
農
薬
の
適
正
使
用
を
徹
底
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

館
山
市
の
豊
房
・
神
余
地
区
で
、
正

月
の
縁
起
物
に
使
わ
れ
る
千
両
出
荷
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
葉
や

実
の
色
づ
き
具
合
も
良
く
、
全
体
的
に

良
い
出
来
で
し
た
。

　

千
両
は
日
陰
を
好
む
た
め
、
竹
の
簾

で
覆
っ
た
、
高
さ
１
・
８
ｍ
ほ
ど
の
「
千

両
小
屋
」
で
丹
精
し
て
栽
培
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
に
欠
か
せ
な
い
季
節
商
材

で
、
両
地
区
は
全
国
的
に
も
良
品
の
産

地
と
し
て
市
場
か
ら
も
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。
色
や
形
、
実
の
着
き
具
合

を
見
て
選
別
し
た
千
両
を
20
本
か
ら
１

４
０
本
入
り
に
箱
詰
め
し
て
出
荷
を
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
安
房
と
南
房
総
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
は
12
月
17
日
、
食
用
ナ
バ
ナ
チ
ャ

レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
食
用
ナ
バ
ナ
の
栽
培
方
法
を

学
ん
だ
受
講
生
た
ち
で
す
が
、
今
回
は

出
荷
さ
れ
た
食
用
ナ
バ
ナ
を
予
冷
す
る

真
空
予
冷
庫
の
見
学
と
生
産
者
圃
場
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
真
空
予
冷
庫
で

は
、
出
荷
さ
れ
た
製
品
を
確
認
し
た
他
、

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か
ら
真
空
予
冷
庫
の
仕

組
み
や
出
荷
状
況
の
説
明
を
受
け
、
稼

働
す
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
者
の
圃
場
で
は
、
Ｊ
Ａ

安
房
菜
の
花
部
会
の
長
谷
川
顧
問
か
ら

実
際
の
圃
場
を
見
な
が
ら
、
栽
培
の
要

点
の
解
説
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
安
房
き
ん
せ
ん
か
専
門
部
会
は

12
月
14
日
白
浜
支
店
集
荷
場
で
、
き
ん

せ
ん
か
の
査
定
会
を
行
い
ま
し
た
。
生

産
者
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

査
定
会
で
は
出
荷
規
格
と
管
理
、
販

売
情
勢
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
荷
規
格
は
、
購
入
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
し
、「
切
り
前

な
ど
を
そ
ろ
え
る
」「
切
り
前
を
硬
め
に

す
る
」「
ア
ブ
ラ
ム
シ
と
う
ど
ん
こ
病
の

防
除
を
徹
底
す
る
」
よ
う
意
思
統
一
を

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
出
荷
に
あ
た
り
出

荷
規
格
を
守
り
白
浜
の
き
ん
せ
ん
か
と

し
て
消
費
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
花

を
提
供
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

正月の縁起物千両出荷

館
山
市
春
菊
組
合
出
荷
査
定
会

正
月
の
縁
起
物
、
千
両
出
荷

食
用
ナ
バ
ナ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

真
空
予
冷
庫
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ

良
品
出
荷
へ
向
け
て
白
浜
で

き
ん
せ
ん
か
専
門
部
会
査
定
会

現品査定する生産者

ほ場で説明を受ける参加者

良品出荷を目指し規格を確認
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①

双子座
（5・21 〜 6・21）

【全体運】ピン ! とひらめきのある月です。企画力
がありますから新しい提案を行って吉。古い物は
大切に。リメークを

【健康運】痛みが出やすいかも。膝、腰は集中的にケア
【幸運の食べ物】キンメダイ

蟹　座
（6・22 〜 7・22）

【全体運】気持ちのそわそわがミスを招きがち。深
呼吸やつぼ押しで平常心を保って。下旬からは上
昇運。積極的に行動を

【健康運】刃物の取り扱いは慎重に。ばんそうこうを常備
【幸運の食べ物】キウイ

　

Ｊ
Ａ
安
房
で
は
令
和
３
年
６
月
よ
り

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
を
拠
点
と
し
た
農
産
物

の
移
動
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

直
売
所
「
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
館
山
・
鴨

川
店
」
に
出
荷
さ
れ
た
野
菜
な
ど
を
積

込
み
、
Ｊ
Ａ
安
房
管
内
の
皆
様
に
新
鮮

な
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
新
鮮

で
美
味
し
い
野
菜
を
是
非
ご
購
入
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
果
物
、
切
り
花
、
加
工
品
な

ど
を
取
り
揃
え
て
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
で
販
売
し
て
い
る
と
き
は
、

皆
様
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
安
房
は
高
速
バ
ス
「
房
総
な
の

は
な
号
」
を
運
行
す
る
日
東
交
通
の
「
貨

客
混
載
事
業
」
へ
の
協
力
で
、
地
元
農

産
物
を
都
内
へ
運
ぶ
こ
と
を
始
め
ま
し

た
。

　

直
売
所
「
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
館
山
店
」

に
出
荷
さ
れ
た
朝
採
れ
野
菜
や
果
物
な

ど
を
、
新
鮮
な
う
ち
に
都
内
の
お
客
様

に
お
届
け
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
は
「
早
け
れ
ば
そ

の
日
の
う
ち
に
新
鮮
野
菜
が
食
卓
に
並

ぶ
こ
と
で
、
美
味
し
い
Ｊ
Ａ
安
房
産
の

農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
え
る
絶
好
の
機

会
。
多
く
の
人
に
安
房
農
産
物
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
出

荷
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
移
動
販
売
車
運
行
開
始

新
鮮
野
菜
、
都
内
へ

高
速
バ
ス
「
貨
客
混
載
」
開
始

移動販売で買い物をする住民の皆様

ナバナなどの野菜を積み込む職員

令和 3年度園芸産地における事業継続強化対策（BCP）支援について
園芸産地における事業継続強化対策のポイント
　自然災害発生に予め備え、災害に強い産地を形成す
るため、園芸産地における非常時の対応能力向上に向
けた複数農業者による事業継続計画（BCP）の策定や、
BCP の実行に必要な体制整備や BCP の実践に必要な
取組を国が支援します。

事業の内容
　産地の生産部会等の単位で複数農業者による共同
の事業継続計画（BCP）を策定し、計画に基づく事業や
非常時の早期復旧に必要な体制整備、BCPの実践に必
要な技能習得、ハウスの補強、非常時の復旧の取組実
証等を支援します。

産地等における
取組への支援【補助率：定額、2分の 1】
1. 事業継続計画の検討、策定
2. 非常時の協力体制（従事者の融通等）の構築
3. 災害に備えた自力施工技能習得、復旧体制の整備
4. 災害に備えたハウスの補強、防風ネットの設置
5. 停電時の被害防止に必要な非常用電源や
　　大雪によるハウス倒壊を防ぐ融雪装置等の導入
6. 事業継続計画に基づく災害復旧の取組実証

要　件
・園芸産地における事業継続計画に位置付けられた取
組であること
・ハウスが今後 10 年以上利用される見込みであるこ
と
・園芸施設共済または民間の保険および収入保険に加
入すること
・既存ハウスの補強等に取組む経営体については、
　個別に事業継続計画を策定すること
　　
お問い合わせは、最寄りの市役所・町役場へ
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女性部各支部では、お正月の寄せ植えづくり教室を行いました。
富山支部は１１月３０日、富山支店で部員１６人が参加し、持込した容器に葉ボタンやガーデンシクラメンなど
１３種類の花を思い思いに植え付けました。
和田支部、丸山支部は合同で 12 月８日、木下支部長宅の作業場で女性部員３５人が参加しました。
木下支部長の説明のあと、用意されたプランターに葉ボタン、キンセンカ、チューリップなど７種の花で可愛

い作品を植え付けました。

LIFE
富山、和田、丸山各支部でお正月用寄せ植えづくり富山、和田、丸山各支部でお正月用寄せ植えづくり

福祉介護に関する相談
お 申 し 込 み
お 問 い 合 わ せ

ＪＡ安房福祉（介護）センター
TEL…0470−20−5190 館山市那古396−1

の 健 康族家

変
形
性
膝
関
節
症

　
　
　
　
健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

福
田
　
千
晶

　

特
に
寒
い
季
節
の
農
作
業
で
は
、

中
腰
や
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
か
ら
の
立

ち
上
が
り
で
膝
が
痛
む
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。

　
膝
関
節
は
、
大
腿（
だ
い
た
い
）部

と
下
腿
部  

の
骨
と
そ
の
間
に
軟
骨

が
あ
り
、
さ
ら
に
筋
肉
や
腱（
け
ん
）

や
靱
帯（
じ
ん
た
い
）が
働
き
、
関
節

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
農
作
業
の
よ
う
に
中
腰
や
立
ち

上
が
り
の
多
い
作
業
、
重
い
物
を
持

つ
作
業
、加
齢
や
体
形
な
ど
に
よ
り
、

膝
関
節
に
負
担
が
か
か
り
続
け
る

と
、軟
骨
が
す
り
減
っ
た
り
、骨
同
士

が
こ
す
れ
合
う
な
ど
で
関
節
の
変
形

が
起
こ
り
、
変
形
性
膝
関
節
症
が
生

じ
ま
す
。60
歳
以
上
の
約
８
割
の
人

が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
す
れ
ば
膝

関
節
に
な
ん
ら
か
の
変
形
所
見
が
認

め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
変
形
性
膝
関
節
症
の
自
覚
症
状
と

し
て
は
、
歩
行
時
や
立
ち
上
が
る
と

き
の
膝
の
痛
み
、
膝
が
曲
が
り
に
く

い
、脚
の
重
い
感
じ
、悪
天
候
時
の
痛

み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
変
形
性
膝
関
節
症
で
受
診
す
る
場

合
は
整
形
外
科
に
な
り
、
治
療
法
は

変
形
の
程
度
や
自
覚
症
状
な
ど
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。保
存
的
な
治
療
法

と
し
て
は
、
薬
物
療
法
で
あ
る
消
炎

鎮
痛
剤（
内
服
薬
、外
用
薬
、座
薬
）が

使
わ
れ
ま
す
。膝
関
節
へ
の
注
射
が

効
果
的
な
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
。生

活
上
の
注
意
で
は
、
脚
を
冷
や
さ
な

い
、立
ち
上
が
り
動
作
を
減
ら
す
、階

段
昇
降
で
は
手
す
り
を
使
用
す
る
な

ど
膝
へ
の
負
担
を
減
ら
し
ま
す
。さ

ら
に
、
膝
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
靴
の
中

に
入
れ
る
足
底
板
の
使
用
、
大
腿
部

の
筋
肉
の
訓
練
で
症
状
が
楽
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。太
っ
て
い
る
人

は
膝
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
減
量
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
存
療
法
で
効
果
が
不

十
分
な
と
き
な
ど
は
、
手
術
療
法
が

検
討
さ
れ
る
の
で
、
主
治
医
と
よ
く

相
談
し
ま
し
ょ
う
。膝
が
痛
い
人
は
、

早
め
に
整
形
外
科
を
受
診
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

獅子座
（7・23 〜 8・22）

【全体運】ちょっとびっくりの連絡が入りそう。真
偽が気になるときはしっかり確認を。笑い話にで
きるかはあなたの対応次第

【健康運】健康への関心の高まりがプラスに働きます
【幸運の食べ物】アンコウ

乙女座
（8・23 〜 9・22）

【全体運】あなたの細やかな気配りが周囲を和やか
にするはず。自信を持ってほほ笑んで。気になる
ことも解消に向かいます

【健康運】体調 & 体力回復のチャンス。検査も有効です
【幸運の食べ物】セロリ

和田支部・丸山支部の皆さん

富山支部の皆さん
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手
軽
に
健
康
　
手
指
体
操

　

寒
さ
も
ピ
ー
ク
の
こ
の
時
期
、

手
指
や
足
先
は
末
端
の
巡
り
が

滞
り
が
ち
。気
付
く
と
冷
た
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。今
回
は
、
指

先
や
手
の
冷
え
に
効
く
つ
ぼ
を
生

か
し
た
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　
つ
ぼ
の
名
前
は
八
邪
（
は
ち

じ
ゃ
）。手
足
の
指
の
付
け
根
に
合

計
八
つ
ず
つ
あ
る
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。東
洋
医
学
で
は

八
邪
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、

代
謝
や
血
の
流
れ
、
気
の
巡
り
が

良
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
ず
つ
押
す
の
は
大
変
な
の

で
、
た
た
い
た
り
握
っ
た
り
、
こ

す
っ
た
り
し
て
刺
激
を
与
え
ま
す

が
、
今
回
は
握
る
体
操
を
行
い
ま

す
。

　
左
右
の
動
き
を
交
互
に
変
え
る

こ
と
で
脳
の
運
動
も
同
時
に
行
い

ま
す
。い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽

に
で
き
る
の
で
、
朝
晩
の
歯
磨
き

タ
イ
ム
な
ど
鏡
の
前
で
姿
勢
を
確

認
し
な
が
ら
行
う
と
、
さ
ら
に
効

果
的
で
し
ょ
う
。

指
の
間
の
刺
激
で
巡
り
ア
ッ
プ

　
　
　
健
康
生
活
研
究
所
所
長

　
　
　
堤
　
喜
久
雄

手を握ってつぼと脳を刺激

①　両肩の位置で両手の指先を伸
ばします。

③　指先を伸ばして元の両肩の位
置に戻します。

②　左手の親指が手前に来るよう
に左右から両手を握ります。

④　右手の親指が手前に来るよう
に両手を握ります。以上の動作を
繰り返します。

シェフ永井のシェフ永井の
おすすめおすすめ
レシピレシピミツバとミツバと

パルメザンチーズのオムレツパルメザンチーズのオムレツ

作り方作り方
①　�直径18cm程度のテフロン加工のフライパンにオリーブ油を入れ熱する。①　�直径18cm程度のテフロン加工のフライパンにオリーブ油を入れ熱する。
②　�ボウルにAの材料を全て入れ混ぜ合わせ、弱火にしたフライパンに流し入れ②　�ボウルにAの材料を全て入れ混ぜ合わせ、弱火にしたフライパンに流し入れ
る。ふたをし、弱火のまま7、8分加熱する。途中でふたを取り固まり具合をる。ふたをし、弱火のまま7、8分加熱する。途中でふたを取り固まり具合を
見る。見る。

③　�上まで固まってきたらふたを外し皿をかぶせ、ひっくり返して上下を入れ替③　�上まで固まってきたらふたを外し皿をかぶせ、ひっくり返して上下を入れ替
えてフライパンに戻す。ふたをして2、3分置く。えてフライパンに戻す。ふたをして2、3分置く。

④　�8等分にカットして皿に取り、出来上がり。④　�8等分にカットして皿に取り、出来上がり。

材料（4人分）
A
　卵…6個
　ミツバ（根が付いているものは落とし、
　　　　　　　ざく切りにしておく）…1把
　パルメザンチーズ…15g
　生クリーム…40g
　塩…1g
　こしょう…適宜
オリーブ油…大さじ1

永井智一
（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

天秤座
（9・23 〜 10・23）

【全体運】何かと頼られることが多く大変ですが発
展的です。できないことはあなたからもお願いを。
ギブ & テークで大成功

【健康運】無理をしないで。食事は消化の良い物を
【幸運の食べ物】野沢菜

蠍　座
（10・24 〜 11・22）

【全体運】前半はつまずくことが多いですが、次第
に解消。気持ちがせくときほど丁寧に進めるよう
心掛けて。下旬は逆転運

【健康運】口コミの食材や健康法を試してみて
【幸運の食べ物】アカガイ

ポイント 正しい姿勢で行うとさらに効果もアップ。両手を広
げる際は、肩甲骨を意識してみましょう。
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2月の農作業　平年と同様に晴れの日が多いで
しょう。気温は、平年並30％または高
い確率40％です。降水量は、平年並
30％または多い確率40％です。

令和３年 12 月 24 日、気象庁発表
の「関東甲信越地方３か月予報」

2月の天気

野
　
　
菜

野
　
　
菜

春
菊

〈
今
後
の
管
理
〉

○�

収
穫
開
始
以
後
、
追
肥
を
行

う
場
合
は
、
１
回
の
追
肥
量

は
窒
素
成
分
で
６
㎏
程
度
と

し
ま
す
。
液
肥
の
場
合
は
、

１
～
２
㎏
ま
で
と
し
ま
す
。

軟
弱
に
生
育
し
て
い
る
場
合

は
、
カ
ル
プ
ラ
ス
等
の
葉
面

散
布
を
行
い
ま
す
。
適
当
な

除
草
剤
が
無
い
た
め
追
肥
と

同
時
に
中
耕
を
行
い
、
手
取

り
も
含
め
て
除
草
を
行
い
ま

す
。

〈
温
度
管
理
〉

○�

気
温
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
温
度
管
理
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
生
育
適

温
は
18
～
25
℃
で
す
。

○�

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
、
最
低
気

温
が
５
℃
を
下
回
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
保
温
に
努
め
て
、

昼
温
は
30
℃
以
上
の
高
温
に

な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
換
気

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
品
質
管
理
〉

○�

収
穫
遅
れ
に
注
意
し
、
収
穫

後
に
ム
レ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

○�

急
に
晴
れ
る
と
「
葉
先
の
や

け
」
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

イ
チ
ゴ
の
病
害

〈
萎
黄
病
〉

○
症
状

・
新
葉
の
奇
形

・�

萎
凋
→
枯
死
（
被
害
が
軽
い

と
症
状
が
消
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

・�

ク
ラ
ウ
ン
は
維
管
束
が
わ
っ

か
の
よ
う
に
褐
変
し
ま
す
。

○
病
原
菌
の
種
類
と
性
質

・�

Ｆ
ｕ
ｓ
ａ
ｒ
ｉ
ｕ
ｍ�

ｏ
ｘ
ｙ

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ
（
イ
チ
ゴ
に

だ
け
病
原
性
を
示
す
系
統
が

あ
り
ま
す
）

・�

土
壌
中
で
厚
膜
胞
子
の
形
で

生
存
→
根
か
ら
感
染
→
風
、

水
、
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
で
感
染

拡
大

○
対
策
と
防
除

・�
土
壌
消
毒
（
薬
剤
、
太
陽
熱

消
毒
、
土
壌
還
元
消
毒
）

・�

薬
剤
の
潅
注
処
理（
ベ
ン
レ
ー

ト
水
和
剤
、
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ

水
和
剤
）

・�

苗
で
の
持
込
を
無
く
し
ま
す

（
隔
離
ベ
ン
チ
育
苗
し
ま
す
）

〈
疫
病
〉

○
症
状

・
萎
凋
→
枯
死

○
病
原
菌
の
種
類
と
性
質

・�

Ｐ
ｈ
ｙ
ｔ
ｏ
ｐ
ｈ
ｔ
ｈ
ｏ
ｒ

ａ�

ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
ｅ

（
メ
ロ
ン
、ト
マ
ト
、花
き
類
）、

Ｐ
ｈ
ｙ
ｔ
ｏ
ｐ
ｈ
ｔ
ｈ
ｏ
ｒ

ａ�

ｃ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ

（
チ
ョ
ウ
セ
ン
ニ
ン
ジ
ン
、
ウ

ド
、
花
き
類
）
等
、
様
々
な

作
物
を
犯
す
（
多
犯
性
）
病

原
菌

・�

被
害
株
の
中
で
生
き
残
る
→

高
温
・
多
雨
の
環
境
で
遊
走

子
を
作
り
イ
チ
ゴ
に
感
染（
水

媒
）
→
降
雨
、
潅
水
で
二
次

伝
染

○
対
策
と
防
除

・�

土
壌
消
毒
（
薬
剤
、
太
陽
熱

消
毒
、
土
壌
還
元
消
毒
）

・�

苗
で
の
持
込
を
無
く
し
ま
す

（
隔
離
ベ
ン
チ
育
苗
し
ま
す
、

リ
ド
ミ
ル
Ｍ
Ｚ
水
和
剤
、
ラ

ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
活
用

し
ま
す
）

・�

圃
場
の
排
水
性
を
改
善
し
ま

す
。

〈
炭
疽
病
〉

◎
株
枯
れ
性
の
炭
疽
病

○
症
状

・
萎
凋
→
枯
死

・
葉
の
斑
点

・�

ラ
ン
ナ
ー
、
葉
柄
の
楕
円
形

の
黒
斑
点

○
病
原
菌
の
種
類
と
性
質

・�

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

ｈ
ｕ
ｍ�

ｇ
ｌ
ｏ
ｅ
ｏ
ｓ
ｐ
ｏ

ｒ
ｉ
ｏ
ｉ
ｄ
ｅ
ｓ

・�

植
物
残
渣
の
中
で
生
存
→
胞

子
で
感
染
（
飛
沫
伝
染
）
→

ク
ラ
ウ
ン
に
入
る
と
枯
死
→

病
斑
で
胞
子
を
作
り
二
次
伝

染
・
生
育
適
温
は
28
～
30
℃

○
対
策
と
防
除

・�

育
苗
中
か
ら
の
徹
底
し
た
予

防
的
防
除
を
行
い
ま
す
（
無

病
の
親
株
を
用
い
、
苗
で
の

持
込
を
無
く
し
ま
す
）。

◎
葉
枯
れ
性
の
炭
疽
病

○
症
状

・�

ラ
ン
ナ
ー
、
葉
柄
の
楕
円
形

の
斑
点

・�

萎
凋
→
枯
死
（
北
海
道
で
発

生
）

○
病
原
菌
の
種
類
と
性
質

・�

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｔ
ｏ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ

ｈ
ｕ
ｍ�

ａ
ｃ
ｕ
ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｍ

・�

植
物
残
渣
の
中
で
生
存
→
胞

子
で
感
染
（
飛
沫
伝
染
）
→

病
斑
で
胞
子
を
作
り
二
次
伝

染
○
対
策
と
防
除

・�

育
苗
中
か
ら
の
徹
底
し
た
予

防
的
防
除
を
行
い
ま
す
（
無

病
の
親
株
を
用
い
、
苗
で
の

持
込
を
無
く
し
ま
す
）。

射手座
（11・23 〜 12・21）

【全体運】良好運です。食事や趣味を楽しむ時間が
増え交友関係も発展的。おしゃべりの時間を大切
に。旅行の計画が吉

【健康運】腹八分目を心掛け医者いらずで過ごして
【幸運の食べ物】ゴボウ

山羊座
（12・22 〜 1・19）

【全体運】良い話も面倒な話もまとめてやって来そ
う。どちらも受け入れ調整しながら進めて。あな
たの手腕が光ります

【健康運】頑張りが利きます。やり過ぎには注意を
【幸運の食べ物】ユリ根
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※�

右
記
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
、
一
部
異
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
不
明
の
点
は
、
各
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

2 
月
の
切
花
出
荷
日

※
●
印
の
日
は
出
荷
で
き
ま
せ
ん

日 月 火 水 木 金 土

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16
23

3
10
17
24

2 
月
の
野
菜
出
荷
日

※
●
印
の
日
は
出
荷
で
き
ま
せ
ん

水瓶座
（1・20 〜 2・18）

【全体運】太陽の恵みを受け運気はパワフル。多少
強引でもやり遂げたいことに着手する好機です。
可能な範囲で周囲に配慮を

【健康運】保温靴下などで足元を温めれば安泰
【幸運の食べ物】キョウナ

魚　座
（2・19 〜 3・20）

【全体運】スロースタートの上昇運です。徐々に結
果が見えてきますから修正、改良しながら丁寧に
進めていきましょう

【健康運】人の集まる場所ではしっかり感染予防を
【幸運の食べ物】ワラビ

鴨 川 市 か ら の お 知 ら せ

農 林 漁 業 一 時 支 援 金 の ご 案 内鴨 川 市

　月の売り上げが30％以上減少した方に10万円の支援金を交付する制度です。この度、農林業センサス「農林
業経営体」の基準に基づく変更、対象事業期間と申請期限の延長がありました。

１．前年比30％以上減少した月が令和３年４月から令和３年１２月までの方
２．前年比30％以上減少した月が令和２年７月から令和３年３月までの方
３．申請期限　令和４年２月２８日まで

《農林業者の要件等が変更されました》

詳細は　農林水産課（０４－７０９３－７８３４）にご相談ください。

農林振興で表彰農林振興で表彰
安房農業賞・農業奨励賞安房農業賞・農業奨励賞

　

安
房
農
林
業
振
興
協
議
会
は
12
月
２
日
、
令
和
３
年
度
の
安
房
農

業
賞
と
農
業
奨
励
賞
の
授
与
式
を
鋸
南
町
で
開
き
、
安
房
農
業
賞
３

名
、
安
房
農
業
奨
励
賞
に
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
安
房
の
農
林
業
振
興
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
就
農
以
来
各
分
野
で
経
営
や
栽
培
技
術
の
研
究
・

改
善
、
担
い
手
育
成
な
ど
地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
）

――――――――――【安房農業賞】――――――――――

―――――――――【安房農業奨励賞】―――――――――

満田　清
（鴨川市・水稲部門）

 植松　芳幸
（鴨川市・水稲部門）

早川　光樹
（南房総市・花き部門）

高梨　裕市
（鴨川市・畜産部門）

鈴木　一男
（鋸南町・野菜・地域振興部門）

岡本　秀和
（南房総市・水稲・野菜部門）

折原　利明
（南房総市・花き部門）
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②

○
令
和
３
年
第
12
回
定
例
理
事
会

と　
き　
令
和
３
年
12
月
20
日

と
こ
ろ　
本
店
会
議
室

主
な
議
案　
　
Ｊ
Ａ
安
房
無
料
職
業

紹
介
所
開
設
お
よ
び
規
程
の
制
定
等

並
び
に
組
織
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

／
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
／
肉

用
仔
牛
哺
育
セ
ン
タ
ー
積
立
金
の
取

り
崩
し
に
つ
い
て
／
令
和
３
年
度
決

算
方
針
に
つ
い
て
／
内
部
統
制
シ
ス

テ
ム
基
本
方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て

／
減
資
に
つ
い
て
／
令
和
４
年
度
余

裕
金
運
用
に
つ
い
て

◎
業
務
報
告

 

理
事
会
報
告 

もしもの時…もしもの時…
安心と信頼のJA葬祭安心と信頼のJA葬祭

JA 葬祭では基本精神三つの心
「故人を敬う心」・「ご遺族を労わる心」・「会葬者をもてなす心」
をもって、虹のホール、ご自宅、寺院等でのご葬儀を
真心こめてお手伝いします。

問い合わせ：JA 葬祭
フリーダイヤル……0120-015-983　☎ 0470-46-3510

　睦登くんは、牛が大好きで、覚えたての言葉で「ぎゅうちゃ、ぎゅうちゃ」と牛舎に連れ
て行ってとアピールします。牛舎に行くとお父さんに付いて一緒に牛の世話をやっています。
　大樹くんは、３年生から初めた少年野球を一生懸命がんばっています。また、お父さん、
お母さんが仕事をやっている時には弟のめんどうをみてくれる優しいお兄ちゃんです。２人
でふざけて騒いでみたり、一緒にお風呂に入ったり、外で遊んだりする仲良し兄弟です。
ご両親からひとこと「やりたいことを見つけ、精一杯頑張って欲しいです！」

早く早く大きく大きくなぁ～れ！なぁ～れ！
南房総市
和田町
海発

大
た い き

樹くん（10歳） 睦
り く と

登くん（2歳）
三浦　直登さん　千秋さん

不必要農薬回収運動実施について不必要農薬回収運動実施について
　ＪＡでは組合員が保有する不要になった農薬、例えば使用後に残った農薬や使用期限切れ農薬、古くから保管している農
薬で名称が判らないものなど様々な理由で使わなくなった農薬類を回収し処分することと致しました。
　希望者は最寄り支店まで申し込みくださいますようご案内申し上げます。（但し、ＪＡから購入した農薬類を原則とします）
1　申込期間
　令和 4 年 2 月 15 日（火）～ 2 月 25 日（金）まで
2　申込場所
　最寄りの支店にて申込書に記入捺印
　（用紙は支店に用意しています。HP よりダウンロード可能）
3　回収期間
　令和 4 年 2 月 15 日（火）～ 3 月 11 日（金）
　10 時～ 15 時（土日祝除く）
　回収日時は支店担当者からご連絡いたします。
4　回収場所
　最寄りの支店にてＪＡ職員立会いのもと引き渡し下さい。
5　回収処理費用
　取扱総量により変動する場合があります
　①　一般農薬 １ｋｇ当たり 　　750 円（税込）
　②　薫煙剤 １ｋｇ当たり 　　750 円（税込）
　③　クロルピクリン １ｋｇ当たり 　4,500 円（税込）
　④　特別管理農薬 １ｋｇ当たり 　4,500 円（税込）

　⑤　ＰＯＰｓ農薬 １ｋｇ当たり 　3,300 円（税込）
　⑥　水銀農薬類 １ｋｇ当たり  15,500 円（税込）
　⑦　農薬空容器（ガラス・プラスチック）
 １ｋｇ当たり 　1,300 円（税込）　
＊この処理費用には農薬処理費・運搬費・専門業者梱包作業費・消費税を含みます
＊１ｋｇ未満は、1ｋｇ切り上と致します。
6　注意事項
　①　剤型ごとに段ボール箱に詰めて持参して下さい。燻煙剤・

クロルピクリンは一般農薬と分けて下さい。（箱に封は
しないで下さい。）

　②　中身が漏れそうな場合は透明なビニール袋に入れて厳重
に封をして下さい。

　③　スプレー缶及びボンベ類は引き取り出来ません。
　④　一度お預かりした農薬でも業者が処理出来ないと判断し

た場合は返却する事があります。
　⑤　空容器は一度水洗いして下さい。
　⑥　必ずＪＡ職員と内容を確認して下さい。

第28回「ＪＡ安房農業元気塾」
春・夏野菜 栽培講習会開催

第28回「ＪＡ安房農業元気塾」
春・夏野菜 栽培講習会開催

　ＪＡでは多様な担い手を育成し、安房の農業活力を
盛り上げることを目的に第28回『ＪＡ安房農業元気塾』
を開催します
お気軽にご参加ください  参加費無料

　ＪＡでは多様な担い手を育成し、安房の農業活力を
盛り上げることを目的に第28回『ＪＡ安房農業元気塾』
を開催します
お気軽にご参加ください  参加費無料

日　時 令和４年 2 月 12 日（土）　
 午前９時３０分～１１時
場　所 ＪＡ安房本店２階会議室
講　師 元千葉県農業改良普及員
 鈴 木　康 雄 氏
テーマ 春・夏野菜の栽培について
申込み　ＪＡ各支店に２月７日 ( 月 ) 迄

◎お問い合わせは　
　営農販売部  担い手指導課  0470‐24‐9114
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頭の体操クロスワードパズル

■310号
　クロスワード
　パズル正解
フクワライ

二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
　出題・ニコリ

　年が明けてお正月気分も抜けてきた頃ですね。今年はコロナが落ち着いた一年になって欲しい
と思っていたのですが、新しいオミクロン株が流行りはじめ、感染者も増えてきました。これからま
だまだ増えそうなので手指の消毒、手洗いうがい等、感染症対策を心がけていきましょう

タテのカギ
①力士が頭のてっぺんに結いま
す

③ベッドルームともいいます
⑥南へと吹き抜けていきます
⑧父はロバ、母はウマ
⑨青→黄→赤と変わるものをよ
く見掛けます
⑪宍道湖の名産である二枚貝
⑬水瓶座と牡羊座の間
⑮訴えや申請などが退けられる
こと
⑰――かまぼこ、――団子、――
笛

⑱鉄道のレールの下に並べます
⑳テレビ――の録画を予約した
㉑魚へんに師と書く出世魚

①節分の日に丸かじりする地方もありま
す

②歯がある履き物
③世界遺産には文化遺産や――遺産があ
ります
④ほっそりした指の例えに使われる魚
⑤酸っぱいものを見ると湧きます
⑦特定のヤギの毛を使った高級な毛織物
⑩受験生が勝ち取りたいもの
⑫江戸幕府の旗本、御家人の総称
⑭――頭をたたいてみれば文明開化の音
がする

⑯酒のお供です
⑰年齢を尋ねられたので――を読んで答
えちゃった
⑲愛を英語でいうと

ヨコのカギ

クイズ当選者（敬称略）
小林　博宣（南房総市）
田村美津恵（鴨川市）
佐久間裕美（館山市）
苅米　利明（南房総市）
石井　美代（鴨川市）
滝口　千尋（鴨川市）
安西　正純（南房総市）
𠮷野　菊江（鴨川市）
青木加津夫（南房総市）
鈴木　和子（館山市）

クロスワードパズル・まちがいさがし 応募要項
はがきに必要事項を明記してお送り下さい。クロスワードパズル・まちが
いさがしの両方を正解された方の中から、抽選で 10人の方に５００円分
の図書カードをプレゼントいたします。
送 り 先　〒 294 － 0005　館山市安東７２　ＪＡ安房広報担当宛
締め切り　令和４年２月７日（月）消印有効

ひ
と
り
ご
と

①クロスワード
パズル答え

②まちがい
さがし答え

③〒・住所
④氏名・年齢
⑤電話番号
⑥広報誌の感想

■310号
まちがいさがし正解
　1 3 7 …10 …12

右のイラストには左のイラ
ストと違う部分が5カ所あり
ます。
間違っている部分を左下の
枠内の数字で探しましょう。
出題・イラスト：酒井栄子

答え
1…盆栽の札が違う
3…障子が破れている
7…雑煮の餅の伸び方が違う
10…おせちの飾りがない
12…杯が少ない
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令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
千
葉
県
小
・
中
学
生
「
書
写
」「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で
52
回
目
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
は

49
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

書
写
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
７
８
０
校
、
４
５
，
７
８
５
点
、
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で
は
３
４
３
校
、

５
，
５
０
７
点
と
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
安
房
管
内
か
ら
も
多
く
の
小
・
中

学
生
か
ら
の
出
品
が
あ
り
、
書
写
の
部
及
び
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
で
特
別
賞
を
７
名
の
子
供
た

ち
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

チ
バ
テ
レ
50　

ぐ
ん
ぐ
ん
賞 

館
山
市
立
館
山
中
学
校　

１
年　

川
名　

歩
莉

読
売
新
聞
千
葉
支
局
長
賞 

館
山
市
立
館
山
中
学
校　

３
年　

池
田　

希
帆

Ｊ
Ａ
千
葉
中
央
会
長
賞 

館
山
市
立
館
山
小
学
校　

３
年　

井
上　

結
翔

読売新聞千葉支局長賞
南房総市立千倉小学校
１年　鈴木　駈

Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
県
本
部
長
賞 

館
山
市
立
那
古
小
学
校　

１
年　

源
間　

羽
菜

Ｊ
Ａ
共
済
連
千
葉
本
部
長
賞 

館
山
市
立
館
山
小
学
校　

４
年　

余
湖　

陽
菜
子

産
経
新
聞
社
千
葉
総
局
長
賞 

南
房
総
市
立
白
浜
小
学
校　

６
年　

小
川　

ひ
か
り

Ｊ
Ａ
共
済…

千
葉
県…

小
・
中
学
生

「
書
写
」・「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」コ
ン
ク
ー
ル

th

《
条
幅
の
部
》【
特
別
賞
】

《交通安全ポスター》【特別賞】


